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本学の目指すリハビリテーション医療には，いくつ
かの特色がある．医療学部と称している事で明確では
あるが，ひとつの医療カテゴリーとしてリハビリテー
ションの分野を究める事を目的としている．ひとつの
カテゴリーと考えているからこそ，専攻であらねばな
らず，延いてはチーム医療・統合医療を目指す学園の
目的に適うものである．
現代の医療は，高度化されるが故に細分化の道を進
んでいる反面，統合的に人間の身体を診れる医療人が
減っている．必然的に，ある病気にかかると，内科に
行き外科に行き……と，たくさんの窓口を訪れなけれ
ばならず，これはかなりの人達が経験している事では
ないだろうか．
リハビリテーションの分野というのは，一種のすき
ま産業のようなものと考えるとわかり易いかもしれな
い．リハビリテーションの立ち位置が，病気と回復
（正常）の間，医師や看護師等コメディカルを見渡す
ような微妙な所がある．たとえば，外科は手術を中心
とする病いの見方をしがちであるので，その治療が終
了した時点でリハビリテーションの分野に引き継がれ
る．実際の機能の回復は，外傷以前の状態に完全に戻
れるわけではないため，ゴールも千差万別である．あ
る時点からは，予防医療の視点で施術を行う必要もあ
るだろう．これは境界の極めてあいまいな医療分野で
ある．であるからこそ，その用途は多岐にわたる．そ
もそも，リハビリテーションという言葉自体が，「魂
の尊厳の回復」を意味しているのであるから，その終
了に際しては治療を受ける側の要求水準に従わねばな
らないと思う．必要とされるところに，すなわちリハ
ビリありというのが現在の医療で求められているので
ある．
“人の心の杖であれ”という，本学の理念は，この
ような思想を背景としている．
次の特色としては，地域医療に根差したリハビリ
テーション医療学であるという事．村上市に支えられ
た文化を持つ本学のリハビリテーションは，必然的
に，高齢化・過疎化・医師不足・広域などの問題を反
映している．リハビリテーションに従事する医療人の
守備範囲も，広くまた高度にならざるを得ないのであ
る．
又，医療の近代化に逆行するような現状に，どう対
処してゆくか．それを研究し，模索することも，大学
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としての使命である，と考えている．何もないから，
できる事．思考こそが，本学の重視する原点である．
自分独自の発想を持って，創意工夫をする事は，不足
が大きい程機会があり，又，想定外の事態でも迷うこ
となく動ける力を育むものである．
未曾有の大地震だけでなく，これからの世界は混沌
とした時代が訪れる．高度成長の社会と歩む高度医療
では補えない医療分野，それがリハビリテーション医
療学の中でも，本学が担うべき大きな問題なのであ
る．
最後に，こうした特色を生かす事は，単純に狭いこ
の地域に限定した活動に留まらない．境界があいまい
な施術範囲は，予防医療の考えに根差せば，いつどこ
で，どんな人にも行う事ができる．もともと，この医
療学の目指す所には，すきま産業的な資質があるのだ
から，異文化のなかでも，不測の事態であっても，自
由自在に動く事ができるはずである．グローバリゼー
ションはもとより，研究におけるフラット化も，本学
ならではの思考ならば，いくらでも応用が可能であ
る．
現在，本学の専攻は，PT（理学療法学）・ST（言
語聴覚学）の 2専攻がある．しかし，今後，上記のよ
うな視点から，様々な医療人の育成を多岐に渡る分野
で統合してゆかなければならない．それが，リハビリ
テーション医療学の質的変化をもたらし，より高度な
リハビリテーション分野のひとつの方向性を究める事
になる，と考えている．
リハビリテーション医療学の目指す道は，現代社会
の影の部分と重なる．見えない所で支え，地味ではあ
るが，人間の生活の根幹を成すもの，それがリハビリ
テーション医療学である．すなわち，現代社会の歩み
の中で，最も基本となる生活を支える事が，この学問
の目指す方向と一致してゆく，と考えている．その学
問を究める事が，本学の社会的使命なのである．
〔なお，本稿脱筆後に，文部科学省より，本学にお
ける「作業療法学（OT）専攻（定員40名）」の増設が
認可され，平成25年度より学生の募集を行うことが決
まった．よって，今後は本大学の構成は 3専攻とな
る．〕
